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1．はじめに 

 プレストレストコンクリート(PC)は，鉄筋コンク

リート(RC)と比べて，長大化やスレンダー化できる

点が評価され，多くの構造物に利用されている．し

かしながら，田中ら 1)によると，鋼材腐食の発生し

た PC 鋼材の伸び性状は著しく低下し，PC 桁の曲げ

変形能を低下させることが報告されている．したが

って，海岸近傍や凍結防止剤散布地域などの厳しい

塩害環境下では対策が急がれる．そこで，高耐食材

料を用いた PC 技術が求められる． 

 また，中島ら 2)によると，伸びを有するステンレ

ス鉄筋の腐食速度は，炭素鋼に比べて遅いと報告さ

れている．そのため，コンクリート内部で緊張力を

受ける PC 鋼材をステンレス製にすることで，より

高耐久な PC が作製可能と考えられる． 

 以上の背景を踏まえ本研究では，緊張力の有無を

水準とし，ステンレス製 PC 鋼より線の腐食速度を

測定した．さらに，従来の普通鋼のより線の耐食性

と比較した． 

2．実験手順 

2.1 実験ケース 

 実験ケースを表 1 に示す．PC 鋼より線はステン

レス製と普通鋼製の 2 種類を使用し，鋼材ごとに持

続的な緊張力を付与した PC と付与してない RC の

2 水準を設けた．ステンレスは SUS304 を使用した．

なお，ステンレスの腐食発生限界塩化物イオン濃度

が 15kg/m3 である 3)ことを踏まえ，塩化物イオン量

は 0kg/m3，12kg/m3，24kg/m3の 3 水準を設けた．ま

た，コンクリートの配合を表 2に示す． 

 

2.2 供試体概要 

供試体概要を図 1 に示す．PC 鋼より線は 7 本よ

りφ15.2mm を使用した．供試体の大きさは 100×1

00×100mm の角柱で，中心に PC 鋼より線を配置し

た．また，1 本の鋼材に複数のコンクリートを打設

した．ただし，各供試体間は離れているため，電気

化学的には独立していた．PC はプレテンション方式

で作製し，75kN の緊張力を導入した．PC の緊張力

は治具を用いて保持し，ひずみをもって緊張力の持

続的な付与を確認した． 

2.3 促進暴露 

 高温(40℃)下で 80％RH と 30％RH の乾湿繰返し

を行った．初期養生後の材齢 2 日目から 4 週目まで

は高温湿潤環境で暴露を行い，4 週目から 6 週目は

高温乾燥環境に切り替えた．その後，2 週間ごとに

乾湿環境を変えた． 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 供試体概要 
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表 2 コンクリートの配合 

塩化物イオン量 W/C s/a 単位量(kg/m3) (g/m3) 圧縮強度 

(kg/m3) (%) (%) W C S G AE 減水剤 AE 剤 NaCl (N/mm2) 

0 

50 44.0 168 336 774 991 3.36 10.01 

0 36.1 

12 19.8 27.4 

24 39.6 27.1 

 

表 1 実験ケース 

PC 鋼より線 緊張状態 塩化物イオン量(kg/m3) 

ステンレス 
有(PC) 

0 12 24 
無(RC) 

普通鋼 
有(PC) 

無(RC) 
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2.4 測定方法 

 交流インピーダンス法を用いて分極抵抗を測定

した．その後，文献 4)にて腐食電流密度を算定し，

次式にて腐食速度へ換算した． 

       10μA/cm2=0.116mm/y     式(1) 

3．実験結果 

 PC と RC の腐食速度の結果を図 2，図 3 に示す．

図中のプロットは実測値で，棒グラフはそれらの平

均である．これらによると，塩化物イオン量が

12kg/m3において普通鋼は PC，RC ともに腐食した．

一方でステンレスの腐食はなかった．これは，

SUS304の腐食発生限界塩化物イオン濃度の 15kg/m3

よりも小さいためと考えられる．また，塩化物イオ

ン量が 24kg/m3では，ステンレスの PC と RC におい

ても，腐食することを確認できた．ただし，普通鋼

に比べてステンレスの腐食速度が 1/10 以下であり，

十分に小さいことが確認できた． 

次に，緊張の有無の腐食速度を図 4 にて比較する．

これによると，緊張力の有無にかかわらず，腐食速

度は同等であることを確認できた． 

4．まとめ 

緊張されたステンレス製 PC 鋼より線は，塩化物

イオン量 12kg/m3 のコンクリート中では腐食しなか

った．また，24kg/m3における腐食速度は，普通鋼製

の PC 鋼より線に比べ 1/10 以下になった． 
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図 2 ステンレスと普通鋼の PC における 

腐食速度の比較

 

図 3 ステンレスと普通鋼の RC における 

腐食速度の比較 

 

図 4 PC と RC における腐食速度の比較 
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